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I P. 45 4.施肥の項を次のように改訂する。

4.施 肥

4 .1はじめに

短期育成林業のための肥培は.植栽から伐採までの全成育期間を対象とし 

た施肥計画をたてる必要がある。

植栽ー活着-・成長開始-> 閉鎖— 成林一 間伐-・伐採の一連の林 

業生産過程を考える時・各時期によって林木の成長生理や林地土壊の状態に 

は相異があり,これに対応して施肥の意義・目的もそれぞれ異なるはずで各 

時期に即応した合理的肥培体系を考えてみる必要がある。これから実施しよ 

うとする2〇〜3 〇年伐期を目標とした短期育成林榮においては•次の3期 

にわけて施肥計画を考えることにする。

区 分 施肥の意義»目的

1. 幼令期(植栽一閉鎖

谈・で)

第1期(活着期)

第2期(活着完了後

-・閉鎖咬で)

2. 除,間伐期(閉鎖後 

r伐採5. 6年前ーまで)

5.伐採前期(伐採5. 6 
年前ー伐採まで)

活着促進

幼令木の健全を!杷培による閉鎖促進 

下刈期間の短縮

成長促進

除伐、間伐の効果促進

材積成長量の増大

落莱の分解促進、土壌の面よりみた 

次代の造林準備

4 • 2施肥の具体的方法

ここでは、とりあえず幼令期の施肥法について述べ,除間伐期以後の施肥 

法については,未だ峙間的猶予があるので後刻検討することにする。

施肥は5年間に3回行なうものとする。

(a) 第1回および第2回目の施肥量は表ー1に示すとおりである。

—1—
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(b)第3回目の施肥

第3回目の施肥は植栽後満3ヶ年を経過した春季に.4年目より満6 

年目までの向う3ヶ年間に必要な施肥总を計算して行なうものとする。 

施肥量は各試験地の成長状態に応じ.各樹種の既存の成長量•養分含有 

母の資料などをできるだけ活用して.各試験地ごとに立地に応じた成長 

を予測して個別に決める。その方法は次に示す例を参考にして具体的に 

決めるものとする。

なお、、第3回目の施肥にお'いてはメチレン尿素系複合肥料を用いる。 

すなわち,スギ・アカマツ・カラマツに対しては俺)スーパー1号

(2 4-16-11)> アカシア類•コバハンに対しては毆)スーパー2号

(12-2 5-11)を用いる。

また,スギ・アカマツ・カラマツについては、1本あたりの施肥最:を 

算出して,これを(c)で述べるよう衣方法で施す(単木施肥)。しか 

しアカシア類•コバハンについては1本あた"の施肥最を算出して.こ 

れに疎植区の当初植栽本数を掛けて得た敖蟻を施す(林分施肥)〇

例1 合短のスギ試験地(以下これをA試験地と呼ぶ)の第3回目の施肥

蛍を求める〇

(1) いま窒素(N)の施肥量を求めれば>本試験にお、いては肥料は複合肥料 

を用いる関係上・燐酸(R 〇3 )と加里(KZ 〇)の施肥燈は自ら決定 

さオLる〇

(2) 既存資料として"別のスギ肥培就験地(以下これをB試験地と呼ぷ) 

にお•いて,満2年目と満7年目のスギの1本あたりのNの含有量の測 

定値があったとする。これを図示すると図ー-1のようになる。

(3) このB試験地におけるスギの施肥木と無施肥木の満5年目と満6年 

目のN含有量は図ー1(て〇印で示すように推定される。

(4) このB試験地の資料を利用して・A試験地での施肥量を検討してみ 

よう。いま本試験の目的に沿って.A試験地ておけるスギの成長はB 

試験地の施肥区の場合よりもよくなるよう期待したい。そこで満6年 

目にはNの含有量が易試験地の場合の推定値7 4タより多く,8 5

になるように希望して計算することに・する。

—5 —



図一1 スギの造林木のNの含有量:(1本あたり)

Nの含有量(/)

100

60

40

20

一 4 一

(5)以上のように考えると,施肥時点(満3年目)より満6年目までに 

施肥木と無施肥木のNの含有量の差は表ー 2に示すように3 2孑とな 

る。したがって還元法による施肥蛍計算方式によれば,3 2 yをNの 

吸収率で割れば施肥覺が求められるが•6年目になると施肥木のNの 

天然供給童は無施肥木のそれより大きくなり.その程度は施肥効果が

1 2 3 4 5 6 7満年

A /A .△

N : 6 12 X

80

大きいほど大きい筈である。

(6) いま仮にA試験地の施肥木のNの天然供給蛍は無施肥木の3 〇 %増 

と見做すと、 表の(T一 R )の施肥木と無施聲木との差は次のように 

修正される。

6 3 - 5 1 x 1.3 = 2 5

(7) したがって,求むるNの施肥堆アは

但し,Nの吸収率を7 0%、落棄によるEの有効循環率を20%とし 

て計算した。

(8)したがって.(§)スーパー I # ( 2 4 -16 -11)の1本あたりの施肥量 

は

26 x う肾=10 8 3

表ー2 スギの満3年目から満6年目までのN含有量の増加覺

満3年目の 

N含有量 

(推定値)

R

満6年目の 

N含有覺 

(推定値)

S

満6年目の 

N含有量 

(希望値)

T

満3年目から 

満5年目まで 

に増加する 

N含有牡

T — R

施肥木 2 2$ 7 4ダ 8 5牙 6 3井

無施肥木 11牙 4 2/ 42/ 3 1 y

(施肥木と無施肥木の差) 3 2#

例2 合短のコハハン試験地の第3回目の施肥量を求める。

(1) 例1と同様にNの施肥量を求める。

(2) スギの場合のように他の試験地で得られた既存資料があればこれを 

利用するが•ここでは他の試験地での既存資料はなく,これから求め 

ようとする合短の当該試験地での満2年目のコバハン!本あたりのM 

の含有量の測定値だけがあった場合を想定して考えてみることにする。

—5 一



⑶ いま仮に図ー 2に示すように満2年目における施肥木と無施肥木 

のN含有量をそれぞれ原点と結んでこれを延長すると・満3年目およ 

び•満6年目のN含有量は図ー2に〇印で示す値のように推定される。

図ー 2 コパハンの造林木のNの含有覺(1本あたり)

N : 6 12

一 6 一

(4)このコパハン試験地の成長は本試験の目的にほぼ見合うよう玄成長 

ぶりを示しているので.例ー1のスギの場合のように希望値はここで 

はとくに考えないことにして.満3年目より満6年目までの施肥木と 

無施肥木のNの含有量の差は表- 3に示すように1本あたり41ノと 

なる〇 ,

⑸ このコバハン試験地の施肥効果はきわめて大きいので、施肥木のN 

の天然供給量は無施肥木の2偌と見做すと.前記の差は次のように修 

正される。

5 5 - 1 2 x 2 = 2 9/

(6)したがって求むるNの施肥量イは

但し,Nの吸収率を8 〇 %・落葉によるNの有効循環率を3 0%と 

して官十算した。

(7)したがって 砂スーパー 2号(12 — 25 —11)の1本あたり•お、よ 

びhaあたりの施肥蛍は

25 x = 20 8<F f 1本あたり)

2 0 8 x 1 5 0 0 = 5 1 OKj- ( ha あたり)

表ー3 コバハンの満3年目から満6年目までのN含有豈の増加量

満3年目の

N含有母

(推定値)

R

満6年目の

N含有量

(推定値)

S

満3年目から 

満6年目まで 

に増加する 

N含有量

S — R

施肥木 5 4ダ 10 7# 5る牙

無施肥木 1 5/ 25* 12牙

(施肥木と無施肥木の差 4I牙

一 7 一



(c)施肥の位置

施肥の位置については.第1回目(植栽時)の場合は図ー5に示すよ 

うに・スギ・アカマツでは粒状固形肥料の所定量の約/量を植穴の底に 

施し・よく土とーまぜる。次にその上部に3〜5仞ぐらいの土(あい土) 

をおき・苗木を植えたのち、残りの％械の粒状固形肥料を苗木の根張り 

の上部に環状におき梭土する。カラマツについては,粒状固形肥料の施 

し方は’,スギ・アカマツと同様であるカ;•植穴の底に過燐酸石灰2 6$ 

を粒状固形肥料のほかに施用する点が異なる。

アカ•ンア頹、コバノヤマハンノキについては植穴の底に過燐酸石灰

26«を施し,よく 士と或ぜ.その上部に3饥ていどあい土をおま・苗 

木を植栽したのち,その根張りの周囲に環状に所定危の粒状固形肥料在 

施す。

第2回目の施肥は図ー 4に示すように植裁木の下枝の先端直下の円周 

上/」 深さ1〇刼程度に3カ所ほど側溝を堀り施肥する。

第3回目の施肥は•スギ•カラマツ•アカマツについては第2回目に 

ほヾ準ずるが•3•年間の肥料を施すのであるから.植栽木の3年間の成: 

長も労慮、して.第2回目の時よりやゝ遠くの方にも(植栽木の下枝の先 

端直下の円周上より外側方向に広く)施用する。

アカシア類•コバハンについては,(b)において述べたように林分施肥 

の考え方で行なう。すなわち木と木の間を中心として全面的に地表散布 

を行衣い.できればレーキなどで肥料が部分的に地表下1〜2刼の染さ 

にも入るよう(て努める。

なお,肥科の位置、施す深さなどについては根の状態を観察して. J］巴 

焼がおこらぬよう.また根より遠く施して肥料がきかぬことがないよう 

充分注意し.必要があれば上述の方法を適当に改変する。

—8 一

図一5 植栽時の施肥法

カラマツ
スギ,アカマツ

アカシア類

コバノヤマハンノキ

• 粒状固形肥料

過燐酸石灰

一 9一
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H P 515.保育の項に 5. 2. 5. 5. 5. 4を追加し、5. 5間伐を以下 

のように改訂する。

5 . 2 つる切り

下刈りの終った林分でつるが繁茂すると•木が曲ったり,折れたり、被圧 

によって著しく成長が阻害される。したがって、必ず早いうちに適当な方法 

で・注葱ぶかくつる切りを行なう。

5 . 3除 伐

試験地では一般に注意がゆきとどいているので,他の樹種が侵入するこ 

とは少ないが.もしその侵入をみた場合には,密度に対する影響を与えると 

きにかぎり遅滞なくこれを除伐する。

また,成長がおそく被圧された個体が生じ、林分の保護管理上好ましくな 

い場合には(例・アカ 、ンヤ類)必要に応じ除伐を行なう。

5 . 4枝 打

肥培を行なうと,幼時の成長がいちちろしくはやく.とくに下枝が強大に 

なり.材に節ができやすく、しかも比較的早く枯れ上るので、つる切り・ 除 

伐などの際手のとどく範囲の枯れ枝を打ち落し,作業の円滑をはかる。

5 • 5間 伐

間伐は次の方針により各試験地ごとに年次計面をたて実行する。

1.生産の目標としては短期育成の面から考え,単位面積あたりの収櫻量 

の増大をはかることとし、 そのため密植区疎植区ともに伐期(試験終了 

期)の密度は高密度に管理する。ただしスギは品種の特性によっては別 

に考慮する。

-11-



2.間伐回数は集約度を考え・次のようにする。

3. 各試験地ごとに地位条件およぴ肥培効果を予測判定して、樹高成長曲 

線を推定し・別記の平均樹高を基準とした林分密度管理図および間伐指 

針表を参考として•間伐年次計両を作製する。なお試験地内の立地ブロ 

ック間の成長差が大きいと予測される埸合は•立地ブロックごとに計両 

を調製すること。この場合事業実行上の便宜を考え,各ブロックの間伐 

年はそろえることが望ましい。

4. 間伐は下層間伐によるこ・ととし・林内における立木配置に留意して間 

伐木を選定する。

5. 年次計画作嫩にあたっては.現地事情を十分考慮し.即係機関と連絡 

の上決定する。

6. 間伐計画作製の具体的事例は次のとお、りである。

1)アカマッ(本場平試験地の例)

(1) 伐期にお•ける林分密度を収量比数〇・8 5程度とする。(これは各 

地収楔表の岩手地方0.65磐城地方〇•7 5近畿地万0.8 0芦北地方 

0.8 〇などに比し高裕度である。)

(2) 間伐後の密度管理基準を収量比激〇ノ5程度とする。(これも岩 

手地方0.6 0 -0. 6 5磐城地方0-6 5.近畿地方0.70,芦北地方 

0.70などに比し,多少高密度である。)

(3) 平試後地の地位良好なブロックの伐期平均樹高(主林木)を15

mと予想した。(各地収襖表の1等地下限は岩手地方1% 8 m,磐 

城地方14. 4 m,近畿迎方16. 3 ) 〇

(4) 以上より次の間伐年次計画を作製した。

アカマッ平試験地間伐•年次計両および収裡予想表

-12-

平均 間 伐 前 間伐 虽 間 伐 後ー 総収 予・想

樹高 本数 直径 材積 本数 材積 本数 直径 仔積 極量 年令

I m no/ha cm ルha no/lia wyha no/ha cm my ha 勿Vh& 年

6000 9 4600 9.2 152 1500 19 51 00 105 155 1 7

本 12 2780 12.8 222 1160 28 1620 152 194 22

植 15„ 1520 1X8 285 552 50
「

\T
!植ー

2

15

2270

1520

15.7

17.8

213

285

450 19 162 0 152 194

304 t

22

30

予想年令は平試験地地位良好の例

2)カラマツ(木何分場岩村田試験地の例)

(1) 伐期における林分密度を収量比数〇. 8 〇程度した。(各地収穫表 

では岩手地方0..7 5 .信州地方〇. ? 〇程度である。)ゝ

(2) 間伐後の密度管理基準を収蛍比放0.7 〇程度とした。(岩手地方 

0.6 5〜0.7 0 .信州迎方0. 6 0程度である。)

(3) 岩村田試験地の地位良好のブロックの伐期平均樹高(主林木)を 

18 mと予想した(各地収模表1等地下限は岩手地方18. 0信 

州地方17. 7 mである)。

(4) 以上より次の間伐年次計画を作製した。

カラマツ岩村田試験地間伐年次計両および収穫予想表

予想年令は岩村田試嵌地地位良好の例

平均

樹高

間 伐 前 間伐量 間 伐 後 総収

機量

予想

年令本数 直径 材酒 本数 讨積 本数 直径 材積

m no/ha cm vfl/ha no/ha no/ha cm 初5/na rnyha 年

4000 9 31 00 10.6 1 22 1 48 0 21 1 62 0 12.3 1 01 15

本 15 1520 15.7 188 55 0 24 1 070 16.8 164 19

植 18 1000 1Z8 284
L_. 555 30

20 00 
本 
植

15

1 8

175 0

1000

14.6

20.4

202

284

680 58 1 070 168 164

322

19

50
.........

-15-



3)スギ(九州支場 九州各試験地)

(1) 供試6品種は成長経過からみてクモトオシ ャブククリ・ウラセ 

パルの3品種のAダループと•アカ・キジン・ハライカワの3品種 

のBグルーブに分けられる。伐期平均樹高は最適条件でAグルーブ 

で2 2m、Bダルーブで20以と予想した〇

(2) 伐期にお•ける林分密度を収量比教0.8 5程度とした。(この6品 

種にあっては林分収稚の増大をはかる。)

(3) 間伐後の密度管理基準を収量比数0.7 5程度とした。

(4) 以上より次の間伐年次計画を作製した。

スギ6品種間伐年次計画打よぴ収極予想表

A :クモトオシ、ヤブククリ,ウラセバル B:アカ・キジン・ハライガワ

平均! 間伐前 | 間伐址 間伐後 総収 予想林令

! 會街
本数平均圣!・オ積］ 本数平均径材積 本数平^径封粒 很吊: A B

m 本/ha cm 初ン-嵌 才i/ha cm cm "g 年年

8 455 0 1 M 219 1350 6B 22 3200 11.5 197 219 9 10

5G00 10 3106 1 3.3 2 86
I

3 08 1113

本 12 29 50 15.1 379 900 10.8 59 205 0 1Z0 54 0 401 14 15

植 14 20 20 18.8 436 I 497 16 18

え 16 1980 20.7 548 580 15.5 55 1400 23.7 493 ： 6 09 19 22

18 1370 25.1 5 88 704 22 26

2C 1340 2 7.0 7 00 816 25 30

22 1310 29,。 816 932 29

8 2400 12.5 1 77 1 77 9 10

2500 10 235 〇 14.8 262 262 1113

本 12 225 0 16.5 351 45 0 10.9 26 j 1800 17.9 525 351 14 15

積 14 1780 1$>8 420 446 16 18

え 16 1720 22.0 527 32 〇 14.6 54 I 1400 23.7 49 3 553 19 22

18 13 70 25.1 588 648 22 26

20 1540 27.0 7 00 i 760 25 30

ーー ー
! 22 1510 29.。 8161 ___

•
i

II 876 29t

-1 4 一

4)コバノヤマハンノキ(東北支塲•東北各試験地)

(1)コバノヤマハンノキの樹高成長経過は東北地方においては表日本 

地域(A型)と裏日本地域(B型)との2型に分けられ.それぞれ 

次のように予想される。

樹高成長予測表

*
5年 6 7 8

ーー .
9 1 〇 11 12 13- 14 15

A 6.6 m 8.0 S>5 10.6 11.9 15.2 14.6 15.9
-—-"

-

B 5Dm 6.0 ZO 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0

(2) 伐期における林分密度は原料材生産と考えて高密废に維持する。

(収量比数約0.8 5 )

(3) 樹高成長のちがいからみて.A型とB型の間伐開始期をかえた。

⑷ 以上より次の間伐年次計両を作製した。

コバノヤマハンノキ間伐年次計画表

成長型
植栽 
本数 
(めQ

間伐 
回数 
啊

間伐
時期

間伐時 
の樹高
&

い|
本数！

伐面 

編

伐期の 
ド想樹高 
〇)

伐期の 
予;思本以 
C似 ha)

1500 無 — — - 12 .. 15.9 1180

3000 1 7 23 1800 12 15.9 1460

B型
1500 無 一 — ーー 15 1 5.0 1200

3 00 0 1 9 9.0 180 0 :15
■L

15.0 1500

5) 7カシア類(九州支場 九州各試験地)

(1) 伐期における林分密度は当樹種の成長旺盛で間伐手遅れになり易 

いことや・風害に対する抵抗性を増加させることなどを考えて比較 

的疎な管理を行なうため・収暈比数。• 7程度とした。

(2) 間伐後の密度管理基準は収量比数〇• 6程度とした。

⑶ 樹高成長はモリ 'ンマアカシアについて予測した。

(4)以上より次の間伐年次計画を作製した。

-15-



アカシア類間伐年次計画および収極予想表

平均 間 伐 前 間 伐 量 間 伐 後 W 予想

樹高 本数 平験 材私 本数 平均経 材積 本数 平均径 材積 喚 林令

Tn 本/ha cm myha. 本/ha cm m»/ha 本/ha cm m»/ha 泌/ 年

8 3500 Z5 85 800 4.9 1 〇 2700 8.0 75 85 3〜4

4000 9 2620 9.0 94 1 04 4〜5

本 1 〇 255 〇 10.0 115 750 6.9 1 8 1 800 11.5 97 125 5～6

植 11 175 〇 12.4 117 145 6〜7

え 1 2 1700 13.3 157 1 65 7～8

13 165 〇 14.6 158 186 9～1〇

8 1880 9.0 61 61

2000 9 1840 10.1 78 78 仝

本 1 〇 180 〇 11.3 97 97

植 11 1 75 0 12.4 117 11 7

え 1 2 170 〇 133 137 137 上
1

13 1650 14.6 158 158
1

h= 8 mのときは除伐。予想年令はモリ 、ンマアカシアI等地フサアカシャ 

の予想林令は不明.h=11mで1〇年か?

-1 6 一
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スギ林・間伐形式別•間伐指針表(全国平均)(造林部第2研)

 

スギ林。間伐指針表 (九州一般)(九州支場)

(

相

対

密

度

50%

管

理
)
 

中

W

仕

立

平 
樹

均 

高

主 副 林 木 計 主 林 木 副 林 木 総
種

収
量本 数 平均径 材 秋 本 数 平均径 材 敵 本 数 平均径 積

m 本/h a cm m'/h a オンh a n?/ h a a cm nf / h a m/h a

8 5 1 5 5 9. 7 2 2 6 3 7 6 5 ! 〇• 7 2 〇 8 1 3 9 〇 7. 〇 1 6 2 2 6

1 〇 3 7 6 5 1 2. 3 3 〇 2 2 9 4 7 I 5. 4 2 8 2 8 1 8 8. 3 2 〇 3 1 8

1 2 2 9 4 7 1 5.1 3 7 9 2 4 〇 3 1 6.2 3 5 8 5 4 4 1 〇. 2 2 1 4 1 5

1 4 2 4 〇 3 1 7. 6 4 5 8 1 9 8 1 1 8. 9 4 3 4 4 2 2 11.4 2 4 4 7 9

1 6 1 9 8 1 2 0. 7 5 4 8 1 7 2 1 2 1.8 5 2 7 2 6 〇 1 3. 4 2 1 ' 6 2 ?
1 8 1 7 2 1 2 3. 2 6 2 7 1 4 8 4 2 4. 5 6 〇 2 2 3 7 1 5.1 2 5 7 〇 8
2 〇 1 4 8 4 2 6. 0 7 2 〇 1 3 〇 4 2 7. 3 6 9 5 1 8 〇 1 6. 6 2 5 8 4 7
2 2 1 3 〇 4 2 9. 0 8 1 6 1 1 6 3 ろ。.3 7 9 〇 1 4 1 1 8. 3 2 6 9 6 8

8 3 〇 9 3 11.4 1 9 5 2 2 5 9 1 2.7 1 7 3 8 3 4 7. 9 2 2 1 9 5
1 〇 2 2 5 9 1 4.9 2 5 8 1 7 6 8 1 6. 〇 2 3 4 4 9 1 1 〇. 9 2 4 2 8 4
1 2 1 7 6 8 1 8.0 3 2 3 1 4 4 2 1 9. 〇 2 9 8 3 2 6 1 3. 6 2 5 3 6 9
1 4 1 4 4 2 2 1.2 3 9 〇 1 1 8 8 2 2.4 3 6 1 2 5 4 1 5.6 2 9 4 6 1
1 6 1 1 8 8 2 4. 8 4 6 4 1 〇 3 3 2 5. 8 4 3 9 1 5 5 1 8.1 2 5 5 6 4
1 8 1 〇 3 3 2X5 5 3 4 8 9 〇 2 8. 8 5 〇 4 1 4 3 1 9. 4 3 〇 6 5 9

2 〇 8 9 〇 3 1.1 6 1 2 7 8 2 3 2.4 5 8 2 1 〇 8 2 I. 7 3 〇 7 6 7

2 2 7 8 2 3 5. 0 6 9 3 6 9 8 5 6. 2 6 6 3 8 4 2 5. 2 3 〇 8 7 8

樹高m 直径飾 本数No/Ra 材積m/ha '

樹 密 仕 立 樹 中 庙 仕 立 樹 疎 仕 立

間伐前 間 伐 後 間 伐 前 間 伐 後 間 伐 前 間 伐 後
高 胸高直径 本数 材積 胸高直径 本数 材積 高 舶嵩直径 本数 材漬 胸高直径 本数 材積 高 胸高直径 本数 •材積 胸高直径 本数 材積

6 一 — — 8.8 508 0 11 8 6 — — — 9.9 55 0 9 1 〇 5 6 — — — 1 0.8 24 8 9 89
8 1 0.1 50 80 1 92 11.7 5584 1 72 8 •11.6 550 9 1 74 1 5.2 2558 1 50 8 1 2.9 24 89 1 54 1 4.5 1655 1 29

1 〇 1 3.0 3384 252 1 4.5 24 64 250 1 〇 1 4.8 2558 226 1 6.5 1 705 2 〇 1 1 〇 1 6.4 1655 198 1 7.9 1207 1 7 2
1 2 1 5.8 24 64 31 4 1 Z5 1900 291 1 2 1 8.0 17 0 5 231 1 25 15 15 255 1 2 1 9.9 1 207 246 2 1.5 95 2 218
1 4 18.7 1 90 0 579 20.1 1 528 555 1 4 2 1.2 15 15 558 2 2.6 1 05 7 5 11 1 4 2 5.4 952 295 2 4.8 74 9 267
1 6 2 1.5 1 528 44 8 2 2.9 1 275 425 1 6 2 4.5 1 057 3?8 25.7 879 571 1 6 2 6.9 749 547 2 8.2 622 518
1 8 2 4.3 1 275 520 2 5.8 1 07 2 494 1 8 2X5 879 451 2 8.9 741 432 1 8 5 0.5 622 401 5 1.7 525 570
20 2 7.1 1072 59 5 2 8.6 922 566 2 〇 5 0.6 74 1 525 5 2.0 657 495 2 〇 5 5.8 525 455 5 5.1 452 424
22 3 0.0 922 667 5 1.4 806 640 2 2 5 5.8 6 57 5?〇 5 5.1 557 560 22 57.2 452 51 2 5 8.5 5 95 4 80
24 3 2.8 806 74 5 5 4.1 7 1 2 7 1 7 2 4 5 6.9 557 658 5 8.5 4 92 628 24 4 0.6 59 2 5 71 4 1.9 549 5 58
26 3 5.6 7 1 2 8 24 5 Z0 636 7 96 2 6 4 0.0 492 728 4 1.4 44 〇 697 26 4 4.1 54 9 650 4 5.5 511 597
28 3 8.3 636 906 5 9.7 575 87 7 2 8 4 5.1 440 8〇〇 4 4.5 596 767 2 8 4 7.4 5 11 69 1 4 8.7 281 658
50 4 1.1 57 3 988 4 2.5 520 959 3 〇 4 6.2 596 872 4 Z5 559 8 59 50 5 0.8 2S1 754 5 2.0 255 720

(

勺
・
対
密

度

50%

管

理
) 

密 

仕 

立

—29 — 0—



アカマツ林 間伐形式別 間伐指針表(全国平均)(造林部第2研)

樹高m 直径伽 本数材魏、nf/hR

樹 密 仕 立 樹 中 腐 仕 立 樹 疎 仕 立

間 伐 前 間 伐 後 間 伐 前 間 伐 後 間 伐 前 間 伐 後

高 直径 本数 材積 直径 本数 材積 高 直径 本数 材秋 直豊 本数 材積 高 直径 本数 材積 直径 本数 材積

6 - —— 5.7 90 59 87 6 — —— 一 65 6096 7 6 6 — — 一 73 4 251 65

8 6.5 9059 144 8.4 480 1 1 24 8 Z6 6 096 1 35 96 5 24 2 1 09 . 8 8.7 4 25 1 11 9 1 0.7 2258 95

1 G 9.5 480 1 1 85 11.5 2 944 1 6 4 1 〇 1 0.9 5 24 2 168 12.9 1 98 4 1 4 5 10 1 2.4 2258 1 50 1 4.5 1 58 5 1 23

1 2 1 2.4 2944 227 1 4.4 1 975 205 1 2 1 4.5 1984 205 1 <$4 1551 1 79 1 2 1 6.2 1585 1 82 1 8.2 929 1 54

'! 4 1 5.6 1 975 271 1 8.0 1 406 248 1 4 1 8.0 1551 244 2C-1 94 9 2 1 7 1 4 2 0.5 92 9 21 5 2 2.3 66 2 186

1 6 1 $>0 1406 5 1 6 21.1 1048 292 1 6 21.8 949 284 2 4〇 707 256 1 6 24.5 66 2 24 9 2 6.6 4 93 2 1 9

1 ロ 22.5 1 048 562 2 4.5 825 558 1 8 2 5.9 707 5 24 2S-0 555 296 1 8 29. 〇 495 284 5 1.0 5 87 254

2 9 2 6.0 825 4 11 2 8.4 644 38 5 20 2 9.9 555 368 5 2-5 4 34 557 20 3 5.4 58 7 52 1 5 5.7 303 289

22 299 644 460 5 2.5 521 433 22 5 4.5 4 34 41 〇 5&6 55 2 379 22 5 8.2 505 557 4 0.5 24 5 525

24 339 521 5〇6 5 6.5 431 482 24 5 8.7 552 452 4 11 291 422 24 4 5.1 245 59 5 4 5.3 203 56 1

カラマツ林 間伐形式別 間伐指針表(全国平均)(造林部第2研)

樹!高m 直径伽本数No/h& 材積い/hei

高 
フ

8

1 〇

1 2

1 4

1 6

1 8

2〇

22

24

2 6

密 仕 簽- 樹［ 中 仕 立 樹 疎 仕 立

間 伐 前 間 伐 後 間 伐, 前 Jal一十一伐ー ー… ー陵 . ー 一間______伐___13__________ 聞 母.一 _____

本数 材祐 直径 本数 材玷 高 直径本数| 材精 詩從_L木数 材積 高 直径 本数 材 積 直径|本・数「a

一 • — _ 8.1 5470 70 6 —— —— 一 3.8 2584 61 6 — — - 9.5 :1 9 2 8 5 2
j

9.4 3470 11 3 1 6.4 2500 .100 8 1 0.3 2584 1 〇 2 11.2 1865 88 8 11.1 1 928 89 11.9 :1 588 75

11.6 2500 147 1 2.5 1 94 0 1 5 3 1 〇 1 2.6 1863 "151 15.5 1445 11 7 1 〇 1 5.7 1 588 11 4 1 4.5 1 07 7 1 00

1 3.7 1940 182 1 4.6 1575 168 1 2 1 4.9 14 4 3 1 6 2 15.8 1171 1 47 1 2 1 6.1 10 7 7 1 4 1 1 7.0 87 3 1 26

1 5.7 1575 219 1 6.6 1302 204 1 4 1 7.1 1171 195 18.0 97 5 1 7 9 1 4 1 8.6 875 1 69 1 9.4 I 7 28 15 3
I

1 7.7 15〇2 257 18.5 1157 242 1 6 1 9.4 9 75 228 2〇•1 84 6 2 1 2 1 6 2 0.9 728 1 98 2 1.7 j 65 1 1 8 2

1 9.5 1157 297 2 0.5 991 281 1 8 2 1.5 846 262 22.2 7 38 246 1 8 2 3.1 63 1 227 2 3.9 ； 55 0 211

2 1.4 9 9 1 5 5 7 2 2.3 879 521 20 2 3.5 738 298 24.5 655 281 20 25.5 550 257 2 6.2 ! 488 24 11

2 5.2 879 "9 2 4.1 790 563 22 2 5.5 655 554 2 6.3 588 51 7 22 2 7.7 4 88 289 28.4 I 459 272

2 5.0 790 422 25.8 714 405 24 275 588 572 2 8.5 5 52 554 24 2 9.8 4 59 521 5 0.6 j 397 504

2 6.8 7 1 4 465 2 7.6 654 448 26 29.4 53 2 41 〇 I 30.2 487
I

59 2 26 5 2.0 597 554 5 2.8 j 56 5 536

一 3Z2 —



コバノヤマハンノキ間伐形式別間伐指針表(東北支場)

間 

伐 

形 

式

樹

高

何)

主 林 木 副 林 木 I
—

主・副林 木 合計

—

_____平 均 haあブこリ 平均 ha あたり
--------- [

平 均 haあたり
胸高直径 

伽)
材

(廿)

菽 本 数

(本)

材 積

(ma)
材膨

3)
本 数

(本)

材 臆 

(m3)
胸 高直径

(伽)

材 積

3)
本 数

(本)

材

(ms

積 

)

6 4.8 〇・ 〇 〇 5 8 〇 8 5 4 2 一 — — — — —
8 6. 9 〇. 〇 1 5 4 3 5 6 6 4 〇・ U 〇 4 3 6 9 9 1 3 ! 5. 5 〇. 〇 1 〇 8 〇 8 5 7 7

密 1 〇 9. 3 〇・ 〇 3 3 2 7 1 3 8 8 〇. 〇 〇 9 1 6 4 3 1 4 7. 9 〇・ 〇 2 3 4 3 5 6 1 〇 2
1 2 1 2. 〇 〇. 〇 6 3 1 8 4 3 1 1 5 〇. 〇 1 7 8 7 〇 1 5 1 〇. 4 〇. 〇 4 8 2 7 1 3 1 3 〇

仕 1 4 1 4. 6 〇.1 〇 4 1 3 8 4 1 4 4 0.0 5 〇 4 5 9 1 4 1 3. 2 〇. 〇 8 6 1 8 4 5 1 5 8
1 6 1 7. 3 〇.1 6 6 1 〇 3 4 1 7 2 〇. 〇 4 9 3 5 〇 1 7 1 5. 6 〇.1 3 6 1 3 8 4 1 8 9

立 1 8 2 0.5 〇. 2 5 1 8 1 7 2 〇 5 〇. 〇 7 8 2 1 7 1 7 \ 1 8. 8 〇. 2 1 4 1 〇 3 4 2 2 2
2 〇 2 3. 8 〇. 3 7 8 6 3 4 2 4 〇 〇.1 2 〇 1 8 5 2 2 j 2 1.7 〇. 3 2 1 8 1 7 2 6 2
2 2 2 7.1 〇. 5 2 7 5 1 7 2 7 2 〇.1 7 1 1 1 7 2 〇 2 5. 2 C. 4 5 8 6-3 4 2 9 2

6 5.1 〇・ 〇 〇 6 5 8 5 1 5 7 — — — — — —

8 7. 6 〇. 〇 1 8 5 1 1 8 5 6 〇. 〇 〇 5 2 7 3 3 1 4 6. 3 〇. 〇 1 2 58 5 1 7 〇

中 1 〇 1 〇. 3 〇・ 〇 4 〇 1 9 4 5 7 7 〇・ 〇 1 3 1 1 7 3 1 5 8. 9 〇. 〇 3 〇 3 11 8 9 2

:庙

仕

A1 2 1 3. 3 〇・ 〇 7 6 1 3 3 1 1 〇 1 〇・ 〇 2 6 6 1 4 1 6 1 1.7 〇. 〇 6 〇 1 9 4 5 1 1 7

1 4 1 6. 3 〇.1 2 7 9 8 9 1 2 6 〇. 〇 4 7 3 4 2 1 6 1 4. 7 〇.1 〇 7 1 3 3 1 1 4 2
1 6 1 9. 3 0.2 〇 2 7 4 8 1 5 1 〇. 〇 7 5 2 4 1 1 8 1 7. 5 〇.1 7 1 9 8 9 1 6 9

立 1 8 2 2.8 0. 3 0 7 5 8 3 1 7 9 〇.1 1 5 1 6 5 1 9 2 1.〇 〇. 2 6 4 7 4 8 1 9 8
2 〇 2 6. 5 0.4 5 9 4 5 7 2 1 〇 0.1 8 3 1 2 6 2 3 2 4.5 〇. 4 〇 〇 5 8 3 2 3 3

——J
2 2 3 〇.1 0. 6 3 8 3 7 3

…一

2 3 8 〇. 2 5 〇 8 4 2 1 2 8. 2 〇. 5 6 7 4 5 7 2 5 9

6 5. 5 〇・ 〇 〇 7 4 2 9 4 3 2 — 一 — — — — —

8 8.4 〇・ 〇 2 1 2 2 6 2 4 8 〇・ 〇 D 8 2 〇 3 2 1 6 6. 9 〇. 〇 1 5 4 2 9 4 6 4

疎
1 〇 1 1.2 〇. 〇 4 7 1 4 [ 2 6 6 〇. 〇 1 9 8 5 〇 1 6 9. 9 〇・ 〇 3 6 2 2 6 2 8 2
1 2 1 4.6 〇. 〇 9 〇 9 5 3 8 6 〇. 〇 3 9 4 5 9 1 8 1 3.1 〇, C 7 4 1 4 1 2 1 〇 4

仕 1 4 1 7. 9 〇.1 5 1 7 1 6 1 〇 8 〇. 〇 6 7 2 3 7 1 6 1 6. 4 〇.1 3 〇 9 5 3 1 2 4

1 6 2 1.2 〇. 2 4 〇 5 3 7 1 2 9 〇.1 〇 6 1 7 9 1 9
I -

1 9. 5 〇. 2 〇 7 7 1 6 1 4 8
立 1 8 1 2 5. 〇 〇. 3 5 8 4 2 9 _ 1 5 4 〇.1 6 7 1 〇 8 1 8 I 

• 2 S. 5 〇. 3 1 1 5 3 7 1 7 2
1 2 〇 2 9.1 0.5 4 〇 3 3 3 1 8 〇 0.2 5 〇 9 6 2 4 I 2 7.1 〇. 4 7 6 4 2 9 2 〇 4

_______ L
2 2

-- ～～～
3 3. 〇 0.7 5 〇 2 7 2 2 〇 4 〇. 3 6 1 6 1 2 2 ! 3 1.1 〇. 6 _______7 7 i 3 3 3 2 2 6

一 5 3T4 —



モリシマアカンヤ・フサアカンヤ間伐指針表(一般)(九州支場)

平 均 主 ’副 林木 計 主 林 木 副 林 木 総 収

樹 高 本 数 平均産 材 積 本 数 平均径 材 暗 本 数 平均径 •材 積 稚 量

in 本/ha CUI m^/ha 本/ha cm ma/ha cm in,/ha m/ha

5 11,9 0 0 3. 2 5 8 8,1 5 0 5. 5 4 9 5, 7 5 0 2. 5 9 5 8

6 8,1 5 0 4.3 7 〇 5, 9 0 0 4.8 6 1 2, 2 5 0 5. 〇 9 7 9

7 5,9 0 0 5.4 8 2 4,5 0 0 6.0 7 5 1,4 0 〇 5. 5 9 1 〇 〇

8 4, 5 0 0 6. 7 9 5 5,5 0 0 7. 4 8 5 1,。 0 0 4. 3 1 〇 1 2 2

9 5, 5 0 〇 8.2 ! 〇 7 2, 8 5 0 8.8 9 8 6 5 0 5. 6 9 1 4 4

1 〇 2,8 5 〇 2 6 1 2 〇 .2, 5 0 0 1 〇. 5 11 〇 5 5 0 6. 7 1 〇 1 6 6

1 1 2, 3 0 0 11.3 1 3 2 1,9 5 0 1 2. 〇 1 2 5 5 5 0 7. 4 9 1 8 8

1 2 1,9 5 0 1 2. 9 1 4 6 1,6 5 0 1 3. 7 1 5 6 3 0 0 8. 5 1 〇 2 11

1 3 1,6 5 0 1 4. 6 1 5 8 1,4 0 0 1 5. 4 •.147 2 5 0 1 〇.1 11 2 5 5

1 4 1,4 0 0 1 6.4 1 7 1 1,2 2 0 1 7. 2 1 6 〇 1 8 〇 11.〇 11 2 5 7

—35 〜36 一


